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序 言 

AFBI AIIVESH ICS (PLD LEBEN Lo RR OPES So LUE, Te 
小 藤 先生 り の 論 交 (1884) 中 に 記載 され , 営 時 の 岩石 香 者 の 注意 を 老い た 
も % の で ある 。 今 より 30 FLIES Cit MA ALAS BLIM 
の を 特徴 と し , BTR As HPI LNT SEAL LC O7e, WIC 
HEE SEE BT SGA ICE EMS SB NHL L CiR O72. PR 
L4H Cid GRITS VOGMEART SLOMDOTEVLBEREL 
BWEIC HOF. REEDS TT OPER CHK SIL 72 O ANE, OA 
EOMALINECH 2S, LORTOMAOH LY bOCHICER SIL7eO 
eee ae 
RCH OPH BAILS BIC API ORES TS AUT IO TT, 筆者 (S. 
K.) % re ee 


1) 13} Koté, Sudies: on some a rocks, Q. J. G.S. vol. 40, pp. 434~ 
438, 1884. 
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epee (S.K.) (ZW ADU EO, この 問題 に 氷 い て 小 藤 先生 に 教 へ 
LESTE BD SD, 先生 か ら 立 科 火 山 産 の 本 灯 石 を 研究 する 様 に と 御 攻 
ELF, 直 も に 研究 に 沙 手 する 心 組 で 居 つ た が 途 ひ に 其 機 を 失 し て 近年 
に 玉 つ た の で ある 。 昭 和 9 年 夏 小 岩井 理 塁 土 に 研究 を すゝ め た 立科 火山 問 
BAH ICL, 本 糞 石 の 産出 の 欺 熊 及び 共 議 性 質 の 研究 も 特に 含ま れ て 居 つ た 
OCH, RA AAEMWO BAIL MIE ATS BP LSE REICS 6 EERE 
析 に は 適 営 で な か つた の で , TOPLA ICH T SMAAANW LET ST CM 
HVAC TDD Feo OER VAC LB LC IS SR EAB Bd At EL IR A BW Ae 
ORT & KS COME L & Ea b, 其 標 本 の 一 部 を 令 起 八木 健三 氏 を 通じ 
て 路 ら れれ た 。 然 し これ だ け の 次 料 で は 共 議 性 質 を 研究 する に 充分 で な か つ 
た の で , 営 時 幡生 の 八木 健三 氏 を 同 地 に 派 し 基 母 岩 と 共に 該 交 石 を 充分 に 
控 集 せしめ , これ を 使用 し て 研究 に 科 事 し た の で ある 。 

本 研究 に は 余 の 指導 の 下 に 二 氏 が 携 つ た . BN SANUMTSE Ik 渡邊 Gr) 博士 
及び 待 場 皿 士 , 化 蛋 性 質 は 河野 段 士 , TEEPE PIS KARE, 原産 地 調 査 及び 
結 卓 珍 の 研究 は 八木 健三 塁 十 に よ つ て 行 は れ た 。 以 下記 する 所 は と れ 等 議 
ROMEO ERA LIC LOCH HZ. (CME IS Ab BMA DAC AR as. 
AWENIC GE GEARS % 

PRAT PEE Te Z RAG ECLA ESE IE E FE FEAT LAL CIT Wo Bs B ARIS 
LHL DS, A Ole BA SI eS BOAO FICS 
回 行 つ た も の が ある 。 TCOSHILETMM PO LOTCIEMOLOELTE 
表し 得る 程度 の も の で は な いしい が, KAO BRIO KEE BIS. ICL FE CT 
HDALEMS.. HRA ie SMOLIN SCOBHE LCHICHEL T 
置く , tlt SiO, =—48.45, Al,O,=17.72, Fe,0,=4.21, FeO=6.77, MgO 
=4.89, Ca0=tt.12, Na,O=1.98, K,O=1.15, H,O,=1.20, H,O_= 
0.76, TiO,=1.22, P,O,=1.15, MnO=—0.07, total—100.69 で ある (¥ 
LAREET), 
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2, 聖山 四 近 の 地形 及び 地質 , BAO 
EW HKE fa CRRORARHRS 

@ BAKO RC RIUICHET BALBOA IC EY CFF OF ME IEE 
及び 形態 的 , BA SNE ORES PED TO LOCH A, 本文 を 草 す る に 営 
り , 誤 山の上 野外 調査 の 機 貸 を 興 へ られ , MEU ARS 7 Z FRE ote iit 
EEC HEAL CIRO IEE ZEST Ze WA LA ASH Te AOR IT BO Fe PEE 
( 新 ) fs, JR 4a PR AR IC BSL 0 % A fi a 2c BN Fe WEE KORO 
氏 に 厚く 感謝 し た い 。 

聖山 四 近 の 地形 及び 地質 lite SWAB I, FOBT ERO BRD HG 
HBC 2 FEE Op HET SAU CHS, その 頂上 は 1477.3 KO 
Bin 7G LLC EHC, GRIN, GENU, mle ZS ee Ee A — KE 
Bek tH. AKIN OHI beet SL WES EIS Tk Bg CS IR IC BE 
2 Z BRRRZIIC LC, HOBBS 150~200 Ric kRLELTHS. ZICK 

LACH IIE (AB AS CHD Ce EPIL UR IB IK A SRT % Ps 
Lh 2. UEO RR HED SEL pais % Oa S BIC MAR S RIL HEA THe b B 
は れろ が , ASTI As) (CRA LIE EIT ANE IE E OK FED PSTD SRE % FA b 
Se LORCH A, HLT 1000~1100 米 の 高度 に 直線 上 に 配置 され 
て 居る ろ る 敷 個 の 小 突 起 は 本 断 居 に よる ケル ン バ ベ バツ ト で あら うと 老 へ られ る 。 

BL) OIEUE % RF % DL ME HE AS AE OIRO, PAI UE HEB 
SKIC GEHL Lae EW, (a N20° O14 —-KWHELECHS, ZERAN 
CHK SPI PUBL A, BEC, FRITS IT HO FT A OTS} HL, 
LOY HAE BATT SICA S_ I Mes RABI eC OTL O BRAG 
に よ ょ つて 構成 され, EOICB®HIN GEA BICKOT HAN BIT 
Ee 

21 (1) 0D [Ly BES IE ET % OD (REA Ae a CA HS AF I OR 
Unde FEB OAESA ICA 7eaL SEAR AE A IC LCR EL D 

1) 本 間 不 二男 : 信濃 中 部 地質 誌 250 FL, 1931. 
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まり 著しく な く , CODANATLEMSEO AIC ENC. FRB A 
FLEECE OPER EBL, AAEHICB~ £DAES 2 BR ERO 17-46 
は 最も 著しい 特徴 で , その 大 さ は 時 に Lom ICHMT S. HOKE HIS hey 
に より 完全 で ; と の 人 節理 耐 よ り 風 化し て 居る 事 が ある 。 集 塊 岩 は 下部 話 岩 
と 同じ 岩 右 塊 よ みな り 北 方 に 廣 く 人事 和 達 し , PAA Cid he Pichon Ss, Mic 
EDL A Mi IAS BCKRICET Se AIC LOC HKIEM, JIC 

DUAL Te LCI. MPT HEIN o> Swe J DB BRAGS BEY TZ th 
で ある ろ 。 

AOR HIRE BLIP ROT LET SLOT, A 
山南 中 腹 高 に 於 て は 同 岩 の 風化 分 解せ る 十 砂 中 に 淫 在 す る 。 大 き さ は 稀 に 
lcm £18, YMEILAE DCH SB. WHC ARE O ZERIT EE SB 
Av IC CEA LIME Leb HS, ACRE? MRICS CIs RO 
OSS WRIC ED ALL Pe RO WET CBR ASAE T 2 DS, BMG AT SHS, 
容 克 に 識別 され 探 集 す る 事 が 出来 る 。 十 産地 と も COBRA OIE LEICA 
FESRIL GOD BAILED, 後者 の 方 が 知 に 多量 に 産出 する 。 此 等 の 産地 で は 
BUGLE BIC LO CSAS SAS, 特に 多量 に 集中 し て 探 集 し 易 い 地 
器 が ある 。 赤 南 穫 坊 下北 方 に 於 て も 探 集 し 得る さ う で ある が , BILL 
征 ら 同 地 虹 を 訪れ る 機 筑 を 得 な か つた 。 谷 本 研究 に 使用 し た 標本 は 人 て 樋 
J WEBFED 4 OCHA, 

RRA 本 結 品 は 深溝 色 に し て ,(100) ORE RG BH HET 
ISIE BL, その 大 さ は 5x4x2~8x6x4mm 位 で 1cm 以上 に 及 
SLOCMCLM. fi ihii lt REESE OBIE CHO HIME BT 22s, 
KBD TLE CRE IC OA EE © BIEL, FOR BE 個 の 結 品 中 反射 測 角 
に 供し 得 た な も の は 1O 個 足 ちず で あつ た 。 

測 角 の 結果 決定 し 得 た の は (100), (010), (110), (111), (101) 及び (203) 
の 講 面 で ある 。 こ と の 中 [001] 品 歪 に 属す る も の は 表面 が 滑 か で 良好 な 反射 
(RMA SH, (111) は 反射 像 が や 不良 で , 更に (101), (203) aps 
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る 不 規 則 な 面 を な せる 久 め , 全然 反 射 像 を 興 へ ず , ete FP EMU PRE IC 
よ つ て 測定 せる も の で ある 。(101) が (100) と な す 角 (74°30') は (001) が 
(100) と な す 角 (8 三 74°10') に 極め て 近似 する 久 , 測 角 せ る 面 が (001) な 
i i NG 
を 多 敷 作り , TOKB GL ML OBMR (第 四 園 1 参照 ) か ら 推 論 し て , 
ZH (101) で あぁ る 事 を 知 つ た 。 若 し 乏 と 正 反 百 の 光 由 方 位 を 有する も の が 
HAUL, その 底面 の 面 指 敷 は (001) に な る べき で ある が , BKOWMM Zell 
FAN Cik4s ct (101) の み で あぁ つた 。 (203) は 筆者 が 接 妨 測 角 の 結果 より 計 
SEL Pew C, RAROSORRIC IL GLAL SIL ORE FT, その 面 指数 は あま り 正 確 と 
は 言 は れ な い 。 従 つて 此 等 の 底面 は (101) と (203) の 聞 の 種々 な 微 妊 面 よ 
DRSLBARGMRECHE 5, COMAHL (MH BILR—-Iclk c 
IC AETE Pe EEE PIOUS ICRI CD ZAHICYMATZOCHE OL 
L112, WHORL BR ICAL Fe 
ARAL IRE Lic (100) % Wiha L + BMA Wh (RIC IE BL Z HER 
Mih) KL, HO RR 
SLB ROIS He AT % 
‘WOM Pe BS, AF 


ss = 


筆者 測定 | Dana’s System 


(110) A(110) | 93.4° 92° 50’ RO 
(100) A (010) | 90.1° 90° 0” 

(111) A (111) | 60°* 59° 11’ Hi hk WS OASAMET % Gd 
(101) A(100) | 75°** 74° 30° め ら れる 事 が ある (GOS) 
(100) A (100) | 76.7° 76° 34’ Bi, MWOREHIC HCE BL 


(100) A 203) |81°~82°** = eee 
DS KGMO MAME BA 


RE ee 存在 し な い 。 Th VES OD AL 
** PSM TU A ZeI< CUS S fl 


ma wo mine LCT 

BIL Mid CHC, その 犬 部 分 は 2 一 3 ATA, RIT LBM BUN ASO CH x DO 
BUTERA RTS, それ 等 の 中 , 反射 測 角 に 適する 結 醒 を 選び , FE 
AB Tet ZOO REMMBO A MASH IC I TH4, PINE (010) & (111) & 
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I 3 4100) bse a eet 上 面 の 位置 を ステ レオ 投 
影 園 上 に 描き , HEE DU RABOMICHT SBR E a) B87, CORR 
LODPRALU PBA CS S, VUSORABI WR ZO MT IT HED 
て 行 は れ Goldschmidt) 
の 所 調 “Heterozwilling” 
に 相 営 する も の で あら YD 
eect は れ ABs, yy 
に 資す べき 試料 が 僅少 な 
3, Vesuvius jt BE 44 IC 
BN Sin HU Pelt eps 
年 ら 求 め 得 な か つた 。 
RACLTRAIERR ACRE 
Gi FICE TS MUL Hai Hs 
CAO 7K ET, 著しい 
BEVEL ATT D (AN Ds 
se 
XSL. . ARK OS 
OL, Y.. 衝 褐色 が か つ 
Fes 1, WK... YOXKZ 
COPED dpe BASF IC ao 
れろ の は (100) OPK 
=, (010) aii) Cite 


& 
oe Se 


FEMIC TAT OVP L < HC TI RT ik 87° CHOTA, WAH 
則 な 割 目 も 少く な く , 笑 に 此 の 割 目 に 沿 つ て 分 解 を 始め て 居る 事 が ある ろ 。 
包 脅 物 は 主 に 磁 鐵 奏で 種々 の 大 さ の も の が ある が , その 中 微細 な も の は 


1) Goldschmidt, V. u. Miiller, K.; N. J. Min. 68, A, 195, 1934. 
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明 肛 な 状 其 配列 を な し , 主 に 外 廊 に 近く 分 布 し , 大 き な も の は 不 規 則 な 分 布 
EATS. PRALHMKYERABOWKEEL, 常に 双 卓 を な し て 居る 。 あ 
第 人 2 の 0 大 さき ペ 交 が ) He 
に か な り の 大 さ の る も 
の が が ポ VC 
大 つつ で 居る 場合 が 
る 。 WIM Ht ORY 
の 酸化 物 , HE OUT, 
SRE S HOE SBE 
され て 居る 事 る も ある 。 
所 調 砂 時 計 構 造 は 明 
膝 に 認め られ , (010) 
WE VC HSC (100) Ic BE 
TSAR, RO BE Ae 
Ay ik Z VC TEE Te HIT AT 
HT (010) に 接する 内 
THB UL SHS (4% FOS TPE 
Hb kD f4 ase <, AE 
Weasel. TH 
IC JX L_hitd@O By tc 
於 て (101) 及び (111) 
に 接する 外部 は 内 部 よ 
り る も 複 屈折 が 生 高 く , 
AD, BE NOW AK BUI, FE 
OC Hither } — eR 


£ZCHA, THOM 


lk Gs AIC HS CHIC EC HO SNSCHE 5, 
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MEIC Me 2 Sn ¢ RNC AFL, IIE I, BL EAE D BE SEIT ED 
SR EEL L < RRC PERIL ¢ ICES THAME TH SB. LL EORMEILM 
LO MHENY CULT: ¢ RIC IRILIC, LIFT RATIO ABP IC IAL TC 
ROP HED IAL THB. (010) HT (CHI BIW IE fie OBA LIAFIC AL 
HET 2 つの 薄 片 No.1 及び No. 2 に 就 い て 測定 し た 消 光 角 CAZ(S OSE 
角 内 に 於 て ) Of BAR KUGMEIC A L eo 

表 に 示す 如く 大 購 に 於 て 内 部 より 外部 に 向 つ て 消 光 角 の 減少 する 儲 向 が 
認め られ る 様 で ある が , 赤 そ の 逆 も 見 られ る 。 

KIC AER Z ICTY No. 3 (cit & RERE BEIT RO THiS 
CME Lee ZINA ACG & AVERITT L OTE OME KIC L Ch S 
SLO CA OU PBR 6b RANCHO BAILS CHA, FAs Cha IC (h 


1 (010) Horr vse, 2 (010) Hoar ys, 


二 回 の 双 品 を 示す 。 MORE RT 
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ROS MZ EHOW MIR, DEFER O REBTEBE MIO URGE ERT. 
第 nN 園 


1 は 第 四 剛 (1) O mele], 2 は 第 四 賠 (2) OMS, BRAMAN OMB ERT, 
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第 a 表 
第 es 表 
Sp. No. 1 Sp. No. 2 

| ez | cae ONE ov) | aa Ke) 
a (ae SAL (tee ones ‘alc 1...52° | 
oo | 44.5%) Siz meas SC 28 Baas een aries 
3 | 425° |. 13 | 445%] 9°) 45.5° : i 
4 | 415° |P¥e | 43° 4 | 40° a tet 
5) | 42.5° | W594) .43'5° |. 5! de 4962 BOR oe gl Dees 
a RRP aA Ra se ye i 5° 
7 | 45° | “try | ase 7 | 415° 6...54.5° | 13...54.5° 
8 lide? 1g wee 75315 | 14s 54s 
9. |. 44° |.49 |Saaise 
10 | 44.5° | 20 | 42° 


ANAC SS FEO Mig BCRP IE PAI OAC ERT 
OUCH SICH O Hi ORL ZBL Fe (以上 八木 健三 )。 
fH # & 
Cina EY kt Stromboli FOP AOR Klein OAK 


SW al eH do CHM CHEE ICME SIRO LMWH SZ, FRAO ME 
EO wPIC, le] VFB CABIN FEO TSB © INAS HME L FOC, と の 結果 


1) K6zu, S. and Washington, H.S. : Am. Jour, Sci. IV. 45, 463~469, 1918. 
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Bm ERICH D7eREUELKSH OX6X6 HOKEROM AC, BEB 
時 する 。(010) 及び (100) の 薄 片 を 題 微 鏡 下 で 観察 する と , WET AE 
ae WARDS OD GALS. 結 品 は 寧 結 品 で は な く , (100) を 双 
[EF SHE iy Wh C, WHEL L CERO REET T 2, (010) の 
VX) MANO TH BE CHEV CPL AG & 10 ID 5 NSE L, EE LT 
sae を 得 た 。 

Re 次 に 本 結 品 の (010) 研 魔 面 を 作成 し , 和 之 を 活 度 メチ レン を 以 て 
Klein O24: XR 9t Rt OPERA T hIC OA, B BS th IC LO CARO BEF 
AME Leo TOMRIL HR 0 WARE Cie , PERMA TL & At L 7eHE OAD 
EVA LU OSM SHETH Oe, Zit bLMORIC AE Tek RO A 
構造 の 存在 する こと , WED DR SB BICBBT STL, DROIT BOE 
DHAZTEFICK LOCTHS5Z5HEMAINS, RLTORA AB th © HK 
する 主要 な 部 分 より 生じ た も の で あつ て , HEMMABO «x, B kOy ICME 
ST SwRIIG eH 02,08 MOO, ETSZL, UMHOMe LT 

9,= 70° 7 (8 falls OB HK) 

65 = 70° 31’ (16 ” ) 

0, = 72° 31’ (8H y ) 
E13 7e. MMOM MA n (Mba BRO y), PRT ORTA NN = 
1.7977) KO he FLAG O(N 0.,08 及び 9,) の 間 に は , n=N xsind の 
BWA SS. TAPER UMTS, 


7=1.690;, B=1.694,, y=1.714;,, *. y—4=0.024, 
CHS, 
Co OSES EU Te HE ER GD TRY LIER T 2 EKOETH 4— 
(産地 ) a B y y-a 
Bo a epee hie ice asray.e 1.6859. ..1.6917...1.7105. . .0.0246 
Ha RS Gee 1690, 404,004, 721.1457 0024, 


1) At eee aoa, 昭和 9 年 . 
i 
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(GE Hh) a p y ya 
Stromboli....... 13693). 0 1.699.260 L195 1. 1102026 
Shim akseraerce acre 1.693... . -1:699> 20.61 219 et 0026 
米 [Li Sisters T6955 ool OU onde pcre OL O27 
IRentrew se. ee ees 1:6975.. «<1.7039)..2 31-7227% 2 20.0252 
Haleakata i... 1,700) se TOG ol 72425 20,024 
Albarn Filiste =... TOS perce 020 導水 
EE A tines) 17 OA wes O20 28 


BUS BED RNAI PG RPE L Stromboli FORMS HICH T SO 
で ある 6 

fC ORB AB EHNA SEL TC, 2 アー578' を 得 た 。 

終 に 了 臨み, 終始 御 穏 第 な る 御 指導 並び に 御 凌 捧 を 賜り , 叉 足 重 な 結 品 を 御 
FER FE SOc ESE ERICH LC, ED CHRBE te S RHO RE RT SRBC 
ある (以上 大 森 監 一 )。 

At SH B ee 

MAA AF OMPAICKEL CILMIL EE ¢ 7c IE RE & EI L 7. 
TNS ERB ee IC L7e BOC, 測 湾 は Pt 及び Pt-Rh Bye 
LV AL bX -P-ICMREL eUOCHS, WARE IY Fiv—Ik 
coe ok YF EFF Bh RY 7 Lb EL, BiczZ ee 

管 と 結び , ILO A ES ICAL e AMIR + L CHPAL OCH %, ih 
a eo 

ASEL US © He PIT (LIT LC BGS} O— 2 Y OIAZSPBREIT Tete B PSE EAS 
IAS EE LD BEL COMPAL Pe BS, その 結果 は 一 般 に 良好 で な か つ な た 。 
WICH RO GRIT HS Clk INAH Y 眞 夫 ポン プ を 働か し ゃ ヽ 良 好 な る 結果 を 
Fe7Co RRALE Y IA aS BRL — FO — 9B — BS OW C, 時 に は 一 高 分 の 
FHICREORGAL HD, WOM HEED Fic jae 1200°C 及び 1220° 
C ice E728 3 EE AL CHIR ICAIL, COLOKMHELT 

St Leno, EMD StS EBB LITe. € 
の 結果 は 炊 の ゃ う で ある 。 
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Sap tsis AO RSET BIS O MAAC RB BME BLIC ATAICY IC HN Fe KIC, 
FEU aE OR LU ES ICL ATL AOE HE DSL BLS. ULORDRET 
Aisckld, BL ¢ HST AUS TS AI (1) に 模式 了 的 に 示し た や ゃ や うに, A KE B 
D—WLIC HE TK OIC HL OPE & RICH ST EDP. 

1 ASE CIL, REELS ANIIC Mie 0 BUWIEL ¢ LC & 


1 MPO DERE, 2 MABE o BME HERE, 
(100) 1-45 Hf (100) ic aEF iti 


る が , BEE CIAABIM  OAIAET D So 


A EBeCIL, BIR POD § OAL VBE MENICRBL TES 


2) 
28, B eee Ct A RO HBO VASE L ¢ FRC ie 0, Rates 
く な つて , 全農 と し て は , A 証 域 より も 重 屈折 低く , LOMAS ADC 


導い G3 
1) TERRIA, TESA, TSH AO MAN, AB, 第 19 4, 第 6 Be, 本 330, 


AB 13. 
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3) A FR ORETEOS VAIS ET OROaG LIE HT SEONS 
CHS. 

4) RAO OPC Bid (1) 一 (3) OF 5 a HEEAS AU IC Te S 
の が 普 迎 で ある 。 

CALEB IC KO TS DHE BD, AWARE 6 OF D BAS, HE 
HU OBR ATIC IE VAD TEN GAONS. MORE T AED AE DSIMEAD 
HE (CEMILIL TAS TL BIE BT SCT LE L FoI CH SBS, 再び その 概略 を 
aes ee at ig ec 

ANB, 酸化 の 甚 し か つた 時 に は , F OPE OUST O28 TH IC EEMIEIK OE 
tts OR A OAT Se EMH Mc TRO (1) に 示し た 有 通り , 元 來 磁 鐵 
BE Be OBL VATE IC BUTE SLB aig deO7e BIC HES CT, HED MAE 
礁 様 の 粉末 が 序 つ て 極め て 正しい 平行 配列 を な し , A RCE ZICRL 
て , 不 規則 に 全面 に 新 に 器 色 微細 粉末 を 生ずる 。 そ を の 有 様 を 第 八 彫 の (2) 
に 模式 的 に 示し た 。 

炊 に 加熱 し た 交 石 が 少し く 燃 融 し 嬉 め る 時 の 導 化 を と 見 る に , 時 に 多く A 
遍 域 に 始ま り , そ の 中 の 磁 鐵 確 包 裏 物 の 少な い 峠 か ら 燃 融 を 開始 する 。 

MAIC ESC SPORE Mihic Lk SHA OKAED BEE PN 2TH, 
夫々 の 目的 に 應 じ て , (100) Beit (010) に 平行 の 薄 片 或 は 多角 等 分 線 に 乗 
直 な 薄 片 等 を 作 つ て , その 多 色 性 , 消 光 角 及び 光 軸 角 等 の 奨 化 を 客 宗 し た 
が , と れ 等 の も の に つい て は , 多 色 性 に 借 に 奨 化 を 認め た の み で , MOVE 
CIA EW MEE BOP DO, LOC E OMIT CHE 
Veil D, SAME HE DSP Cie OO TC, MAC SET PBR AL ORE MEATS 
KIEL <M O ART EMEOARILLS LB IPT BE, Jn BME HS EEL 
ZW. 


SHULD ETE Dh ORM し て 見 れ ば 第 四 表 の 通り CHS, 
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No. | i BE | 時 間 =e 6 @ tb 光 学 


ESR DE © Je] [| x Oe) A Se 
12 | 1220°C| 2.5 | KPO RETR OPM | SPELL ( 46 tS 


BRE AF 

13 | 1200 3 EDP COLOICMBRE | SE PERAA UE RE(LIEL 
BRO /\ PRD & Hf A 

14 | 1220 Preslap eae QV WA ERM ETE L 


BRI O ZZ TH IK REERTG EE OD 
16 | 1220 | 2 | etme ee EF 
RET D JE (|X OE SE 
17 | 1200 2.5 | CPE URES BMA | 消 光 角 ZAc=43°~45° 
色 粒 を 生 ず 


18 |1220 25 |m £ WIL ZAc=42°~45° 


ATLL LOB LIT OW TILATRA EBM SL 7elo (VU NEBAARAEB), 
本 研究 に 要 し た 夫 用 の 一 部 は 日 本 四 術 振興 人 策 第 2 小 委 員 食 より 高津 委員 に 支給 され 
た る も の の 一 部 で ある 。 i hls ah し 深謝 の 意 を 表す る 。 


ンー ヘー ヘー ~~ 


BW EZARE BROAOKBKTD 
mB ig 野 gE it 


ASPICHET SB OPES AT SER ICKL, Rea Aa ED Ce 
at Reina Kono, one 
Bee BITCH Bo UA / AECL EIN A A BY ICS 68 Ei 
sax ABE WNTEPAR ICME Bae, JEP TT AA AEEW Oey Ic 
HELLS PRICINT B ELUTCHIBALILILOA AT AIC MMS dr7e. FILE 
SLX FR7CO CHICHHET S, 
ARGS ZICH VG Te SAP MITER IE Bo LORIN TAME 7s S 
PTFE Ws 7c LAH ICTR VE Te SHEE ART So 
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= itk 

ATT OPEARIC RUD 2 BAILA BCE) J ABEL IC BED FLSA TIE SMB 
AW RIAA BAU Te Ung ihe ALOE AEC AULA BIL 
JEPEROH ROSMESUA TH ICBETE LCS RICTIEL, €O fie L 7c Wh 
より 容易 に 控 集 し 得る と の 事 で ある 。 

分 HR 殺 

土砂 中 より 採集 し た 結晶 は 長き 2 へ 3 FEL DALAL HHHIC RET 2 HERE 
の 良品 で ある が , RALECK ViIEHAMORABLAT LOMB. Z 
を 錯 下 に 検 す る と 結 品 は 新鮮 で る る が , MBI GRICE THD. HE 
つて 分 析 盗 料 の 作 貞 に あ た つ て は 結 品 表面 に 光 潤 の 存する 比較 的 新鮮 の も 
Webi BEA CL ORME L1G SiG IG aR OE) LC RRR BL HO 
を 除去 し , WIC AG BE IR BE HUN LH 1 ヶ月 を 費 し て 出來 る だ け 磁 
鐵 礁 の 附 落 せ ざ る 良 資 料 の みな を 撰 粒 し て 分 析 資 料 に 供し た 。 

f tt  R 

(LEP OMIA POW ¢, 分 子 比 , 原子 比 等 も 同 表 に 併記 し た 。 

fe # X 1929 年 Machatschki2 (tFAR GRIGG KO HR RA 2b 
に つき 研究 を 行 ひ , HR © (LES LT 

XY (Si,Als,(O, OH, GD 
X=Ca, Na(K), (Mn), (Mg). 
RR fee Mn, Al, (Zn), (Ti). 
の 如き 式 を 提唱 し , HOR 19325) 4p EER ETE yo (bt sty we 2 mescrh 
CHB OLS LT 
oo(Ca, Na)i8 (Mg, Fe, Al) [(Si, Al), O,] 

な る 式 を 記載 し て ゐる 。 


1) 95, 大 森 及 び 信 木 , BUPA OPAL EL, ORS 22 48, 第 2 HR, 
昭和 14 年 . 

2) F.Machatschki, Zeitschrift fiir Kristallographie, Bd. 71, p. 229, 1929. 

3) FF. Machatschki, Geologiska Férenigens, Bd. 94, p. 455, 1932. 
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第 = 表 
we% | Mou prop. | [Atomic] atoms sa 

ON 84077 830 Si 830 187.6 
Al,O, | 2.60 25 Al 50 11.3 
Fe,O, | 3.87 24 Fe’”| 48 10.9 
FeO 7.72 107 Fe” | 107 24.2 
Meo 15.20 380 Mg | 380 85.9 
CaO 18.44 329 Ca 329 74.4 
| NagO 0.53 85 || Na 17 3.8 
| K,0 0.04 04 | KE 1 0.2 
H,0, | 0.58 32 ae 10 23 
HO. | 0.58 & Mn 3 0.7 
TiO, 0.82 10 oO | 2654 600.0 
MnO 0.21 3 

Total | 100.36 | 


B. E. Warren 及び J. Biscoe リ は 1931 ERRORS FEL 

{EAR & OBA & SE L A LB ER  It 
Xm Y2-m(Si, Al),-(O, OH, F), 

X=(Ca, Na, Kk) 
Veo(Me:. Fes Ale Ti,; Jy) 
Ze S(LS Ic CHIL LISS t ili~7e, 

W.A. Deer 及び L. R. Wager?) は 1938 “EOS Bk SAR AO 
{LBL LT 


ste | 


(X, Ye (ER Ae Og) 
% SleSist ee 0, Machatschki 及び Warren OL Sstic hig o X 


1) B.E. Warren and J. Biscoe, Zeitschrift fiir Kristallographie, Bd. 80, 


p. 401, 1931. 
2) W.A. Deer and L. R. Wager, Mineralogical Magazine, Vol. 25, p. 16, 


1938. 
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BUY 2-H 2 bes 

AY ASHE | CRAKS} IES ~Machatschki O34 RIAD st Ic ito TIE 

式 を 作る で 見 る で 

(Ca, Nay Ka (MS) Fe", Fe'T, MA (SOA EE OR 

の 如く な る 。 (Machatschki は Ti は Mg +BRMTSLDLBnTHS 
が , 大 の 後 Dixon and Kennedy”), Barth? 及び Deer’) ZNipy Uhl Yes 
量 に 含有 する 煙 石 の 研究 が あり , Ti は Si BMI SEAN HeRS 
事 を 逃さ て ゐる 。 此 の 場合 Ti は 少量 で 何れ を 和 置換 する と 考 へ て も 化 提 
UIC ABAD HDS, Si ET ZL BATHE SBMA TS 
ある )。 

本 式 に 於 て (Si, Al, Ti):O の 上 比 は 2:6 と な り Machatschki Ostic 
一 致す ろ が , (Ca, Na, K) と (Mg, Fe”, Fe Mn) の 比 ほ は 1:1 の 比 と 
ho (Ca,Na, RE EEDA (Me, Fe” Ke hia) tee ee 
然し 雨 者 を 合 す れ ば 丁度 2 と な る 。 MSA ROR RA IE Machatschki 
Omom< X:VY=1:1 €#6 FF Warren © Xm Yo-m ABI Deer 
D(X, Y)。 CHES S(LBK MEL TH SLASBASHR SG 

Wo-En-Fs ff] LS eR FE bX OLOL YOUMLO MBAR 
ASHER AG RGD *RKD Ca Si O。 (wollastonite=Wo), Mg Si O; (enstatite= En) 
及び Fe SiO, (ferrosilite=Fs) の 三角 園 で 表 は す 事 に より 更に 明瞭 だ 閣 
人 鶴 せ られ る 。Wo, En 及び Fs を 三角 園 で 表 は す と , 中 央 部 に Di-Hd ¥# 
を 引く 事 が 出來 る , Bi om lk CaSiO;—40.17 Mol.%, Mg SiO,= 
46.47, FeSiO。 三 13.43 の 如き 値 を 示し Di-Hd 線 よ り 下 部 に 落ち る (第 
Sho No.1)。 上 記 の 化 皿 式 に 於 て Machatschki の X:Y=1:10 

1) B.E.Dixon and W. Q. Kennedy, Zeitschrift fiir Kristallographie, Bd. 

86, pp. 112120, 1933. 
2) 1. F. W. Barth, Neues Jahrbuch fiir Mineralogie, Abt. A, Beil. Bd. 64, 


pp. 217~224, 1931. 
3) W.A. Deer, L. R. Wager, op. cit. 
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場合 は 本 園 に 於 て は Di-Hd # LICKS SRAOMBOSRONEHE 
る も の で あつ て , TOML ) FRMICKSD SY ORM~AT X=(Ca, Na, 
1 EDD, Y=(Mg, Fe”, Fe’, Mn) 21 LUKKSECSH ) HOT 
ご の 線 よ YD LMICKE SLOMAN TX>1LY<1RZECHS, 後に 光 
ベ べ る ろ る 本邦 他 産 地 の 憎 通 輝 石 も 何れ も Di-Hd # kb b FMICHKSS, MSA 
第 = 


CaSi03 


FeSi0s 


AAR ESSER A © RSS & Wo-En-Fs 三角 園 で 示す 。 
1, 聖山 。 2, 7H 3, Ki, 4, 和田 木 。 5, rH. 6, RSW, 


SRILIC HS S FER AD (tb Sstit Machatschki の X, Y [(Si, Al), 


O.] £ 
Og] CHAT HAA LF 


りな し ろ Warren の 如く Xm Y2-m[(Si, Al), 
へ られ る 。 

7 
を Wo-En-Fs 彫 に 表 は す と , アル カリ 癌 中 の も の は 反 つ て Wo 分 子 に 富 


み Di-Hd 線 よ り 上 部 に 落ち , カル クア ルカ ヵ カリ 岩 中 の も の は Di-Hd 線 よ 


1) 富田 達 , 地質 訓 区 誌 , 44 @, p. 953, 昭和 12 年 . 


LAV SHOMBRA LALIT AAV BHO MA 
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D FHICKS ZHEDMNe, RAO RE ILBEEO DN TT NA VEE 
ある が , AMALIA ROM 7ein ¢ Di-Hd kb FH ICH, し か も ピ 
FF VEG ICEL THB 

fkAF (composition molecule) の 算出 (LSstic Hi 4 X=(Ca, Na, 
K) ic#t+43 Y=(Mg, Fe”, Fe’, Mn) の 上 記 の 閲 係 は 更に 火 の 如 き 議 
構成 メタ 理 酸 臨 分 子 を 算出 する 事 に 依り CEBU S. (eres TY he 
分 子 を 算 上 用 する に 従来 Washington の 方 法 が HY), WAGE Ie OIC HH 
PE a ed rE OF > He ETE ICO ERIC CO TUR IC HRY 
分 子 を 算 肌 そら れ て ゐる ろ る 。 M Larsen?) 及び Irving 4 We RHE CRE 
成分 子 を 算 肌 し て ゐる 。 此 等 譜 種 の メタ 球 酸 臨 分 子 を 算 肌 する に 営 り , 
Al。O。, Fe,0,; 及び TiO。 を 如何 に 取り 扱 ふ か の 問題 が 起 る が , 従来 は 紫 
SMR A ERED TMT SLBA, 酸化 物 の まい 混在 する も 


の と し て 取扱 つて 居 た (第 各 表 参照 )。 と の 場合 と れ 等 従来 の 方 法 と , BM 

第 a oO RTA e BRL TC Al,O;, FeO, & 

i 2 び TiO。 を 他 の 成分 に 加算 する 方 

wt% | wt% 法 の 二 通 り で 構成 分 子 の 算出 を 考 

Na Fe Si, Og 413 | 4.21 ~\L5, MoRRoOBsE Ti & 
Ca Mg Si, O, | 70.55 | 71.93 び Al は Si に 加算 し し, Fe” の 一 前 
Mg Si Os 5.06 | 5.16 VS AERA Fe BET SLA, 

BO) | ye rer a Fe EAL 

Fe, 0, ee XD SERRE SST te HE KT SB LN 

Ae. 2.58 る 。 か くし て 第 一 の 場合 (1) 及び 

RY 第 二 の 場 合 (2) の 村 成 分 子 を 算出 

Deficiency of SiO,| 1.50 TSoLARMROM< iS, 


| for metasilicate 


PRABROM<. 1 及び 2 の 何れ の 


1) fT, 瀬戸 國 懇 及び 上 田 潤 一 , 地球 , 94 p. 415, 昭和 3 年 . 
iM i OS TR, Bh EA RES, «15, p. 219, 昭和 7 年 . 
2) E.S. Larsen and J. Irving, American Mineralogist, vol. 21, pp. 694~700, 1936. 
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場合 に 於 て も SE RU RS TIS IEICELES SAF Y A PRG IE 
存在 し 得 な に い 。 又 同 表 に 於 て で Larsen の 言 ふ TR 分 子 は 1 
の 場合 に も 19.47%, 2 の 場合 に も 23.86% の 多量 を 見 る . と れ は 前 の 
{LEBstic Sc (Ca,Na,K) に 将 し (Mg,Fe,Mn) が 多量 で あつ た 事 と 同様 の 
闘 係 を 示し て な る の で あつ て , BRM ASST EAE SIC (Mg, Fe, Mn) 
に 装 し Ca 及び Na が 不足 する た めで ある 。 Larsen Ke Irving は 
San Juan 地域 の 議 種 火山 岩 中 の 各種 輝石 の 化 皿 分 析 を 行 つ て ぇ タ 球 酸 
臣 分 子 を 算出 し , BLASER 7G HH Ic clinohypersthene 分 子 の 富む の は 高温 岩 
THOT, Hthi BORE E ST SICH MST LAO, KB O AT S 
int BE VC “Clk Bh AE RG LRN TC O a FESR & ABB tL LD CHAT SRS, 
HAZIWLAO EE mere 1G 4 Ores 
Be OF GR za © ih HA Ut BE ICC (kB RG ILE DIC 10% OAR ARBRE 
ee ae eee Ok ey ee ‘BG th 
の clinohypersthene の 含量 は San Juan HMO BRAD tHNLwK 
等 し い , SRS ICAO ROB It 50% に 達せ ざる も の で ある 。 
AFBIC HS 3 (hE OFA OLS RA & OLR 

AREA CHL << BEEL AT SROICF FY ARUSHA 
が ある が , 誤 山 の も の は TiO, は 082% cshe HPF HV MBL S3.B 
出 來 な いひ 。 ア ルカ ヵ カリ る も 0.57% に 過ぎ ず ア ルカ ヵ カリ 交 石 で は な い 。 や は り 成 
Sy LRG LSA E CHS, AAICH CHB (BAL AF YN 
PHIL BEI) OAL BPO TOS} OUGIEICH 13 ある が , 
ZO CLES ATO HARWIE LV EAB ILS OD OMe PBRIC HT T 
上 比較 し た 。 

BBO In < PIL AK BIC HS TL AFBIC RS 3 Hh EHO A OD 
PAPICHAW.L CT  SPSHAHO $ OL * Ris SHE CaO が 他 の も の に 
FEL #9 2% 以上 少く , FegO, が 生々 多い 事 で ある 。 叉 FeO が 相 営 多量 


1) E.S.Larsen and J. Irving, op. cit. 
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で ある と 同時 に MEO も 赤 相 営 多 量 で ある 。 
第 参 表 
産 地 | ew ow [wre |e me? | mma? | were | vee | 
SiO, 49.77 50.40 50.10 49.86 51.66 50.64 
Ai, Oy b: 2:60 1.63 4.57 5.48 4.05 4.21 
Fe, O, 3.87 2.06 2.34 2.42 2.73 3.64 
FeO 7.72 9.74 7.14 4.23 » 3.10 区 
MgO 15.20 13.37 14.20 15.02 17.43 it12 
CaO 18.44 20:65 <1 20:18 22.34 20.35 20:73 
Na Oa O459 0.66 0.32 none 0.21 0.75 
Kk,O 0.04 0.23 elie none EE 0.16 
OE 0.48 0.24 0.20 
| 0.31 0.42 
H;On 0.58 0.03 0.10 0.11 
TiO, 0.82 1.13 0.70 0.41 0.33 1.05 
MnO 0.21 0,09 0.32 0.15 0.08 0.20 
Total | 100.36 | 100.47 | 100.21 | 100.22 | 100.69 | 100.11 
分 析 者 河 OS 瀬戸 田 中 田 中 大 橋 i oO 
結 語 
FELL EO HAS % (EEA SP ATE S A 


(Ca, Na, K)o 29, (Mg, Fe’, Fe Mn) 01, [(Si, Al, Ti)]o.012 O¢.00 


Ol (LSBRAFLG 1, 本 式 は Machatschki » 383 RAG DO —iikst XY 
[(Si, Al), Og] より むし ろ る Warren の Xm Yo-m{[ (Si, Al), O。] ICH E 
合致 する 。 Wo, En, Fs 分 子 を 算 用 する に Wo=40.17 Mol%, En=46.47, 
Fs= 18.43 の 如き 値 を 得 , 同 三角 園 に 投影 する と Di-Hd ro RS 
EFA VERA RRICIRL CHGS. 構成 メタ 弐 酸 臣 分 子 を 算出 せる に 


1) ET OR AR, 507 RRS DE, p. 218, 昭和 7 年 . 
2) 久野 久 及 び 佐藤 道隆 , thee, 40 &, p. 336, 昭和 8 年 . 

3) 久野 久 及 び 佐 渡 芽 隆 , ee " - a 

4) KiBR—, Hh BH, 42-8, p. 201, BA 10 #. 

5) ROAR, 火山 , 1, p. 50. BBR 7 4B. 
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clinohypersthene 分 子 19.24% の 多 多量 を 生じ た 。 本 邦 の 他 産 地 の 療 通 
HRA ORS ELRT SL, CaO が 他 の も の より 約 2% 少く , Fe。0。 が 
HB, 

ASH ILD OU S (CBN REES BSS AAR OF Lo ZEN 
する 決定 的 特性 と は 言 ひ 難い 。 然 し 強 ひ て 多 色 性 の 一 因 と も 考 へ られ る る も 
の を 塁 げ れ ば CaO の 少量 な る 結果 メ fe a clinohypersthene 
分 子 の 多量 な る 事 で あら う 。 舎 Fe。O0。 の 生々 多 る 事 も 多 色 性 の 一 因 
と 考 へ ~ 得 られ る か は まだ 明か で な い 。 

握 筆 する に 営 り , 御 多忙 中 に も 拘ら ず , 押 稿 を 御 校 闘 下さ つた 神津 先生 に 
重ね て 深謝 する 。 


本 研究 た 要 し た 吉 用 の 一 部 は 日 本 妃 条 振興 焦 第 2 小 答 員 貸 より 電 津 委 員 に 支給 
され た る も ゝ 一 部 で ある 。 ECASRVMmABKCH LIFHORERT る 。 
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毛無 山 産 球 頸 岩石 の 研究 及び 其 の 附近 の 地質 ①) 


MEL 竹 内 英 ie 


A 次 

1% = | FD Hee 

2 SAE UISE OST BRM 2 FEMUE > TI 

3 本 地域 の 地質 BRL ICE © UH 

4 本 地域 内 の 岩石 9 i ek GH 0h 
岩石 各 放 く BR a 
岩石 の 比重 By 

5 PRE TE I OAL RU 放 OB a8 

6 起 i 外 ee 

7 PAIR AUIS RELI EH 

8 比重 及び 混 比 0 HRALURBEO MUTE 
BREE © Lote 11 結 論 
球 題 の 比重 


pa 


Dill 
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問題 に し て , BIC AUPE ERB A ROSES EER IC HE TR 
SICH CHMZOAME DMA SM7e), 

WEBCT THSEL@O FC EEE FSB ACN EARL ae as A ABE 
Bel det 2 (kA A IU aE te IC LC RR Bt 4 RZ SAE IC HEE 

D. FONE SH ROILO PEO METIS IAT A EL, = ae 
BELT MARORBIO BES HE, ARE LES SH Seok 
— TRO TAU, 並び に 地質 © BAEC HEE 0, FO ei RIE PBL 
SEO AE ein CE L CHEM DANE I Ie) att 30 O ESE TED 

YL ELAIBESE (hey EP SE SICK CHAENONL HD, HOMROUMER 
LEEK IC BT S aah TFC OLEATE IC LET SI KIEV & 6 

AWE LEB GRO BU Te Z AUFRRLIC LD HEB L 7 SLORY, AHF 
EAICT SIC) MW BRICNLIREOWMBERT, MF BL aca 
4 bOPC OM CHBOR ES Fe SMBS, LARBLIc id HAs 

Wie he te Be seit 7), MICH L CMABtICHER ERT. HEP PIAL 
A % IETS AS BAL 7e SH SRB VARA に 対し て これ 叉 感 
謝 の 意 を 表す る も の な り 。 

2 毛無 山陰 近 の 地形 

本 交 に 記載 せら れ た る 調査 地域 は 長野 牙 (信濃 國 ) 下伊那 郡 に 在 。 
笠 無 山 三 角 跡 (1129.8 7%) を 中 心 と せる 東西 , 南 北約 12 HE GO Hee 
に し て , mhRSe> (Kumashiro-mura), @As (Takagi-mura), FA EET 
(Shimohisakata-mura), 上 久 堅 村 (Kamihisakata-mura), 手 代 村 (Chiyo- 
mura), OF. fi IC BD , 陸地 測量 部 五 高 分 一 地形 賠 飯 田園 幅 及 び 時 叉 園 幅 
@ 合 まる 

HDS EST SICH MIC SOD MICO, HM ARK SHR 
山系 と 所 調 赤 石 構造 線 (Akaishi tectonic line) icf) CHA Ne SHIM 
IU PROAENK, 北 よ り 指 面 山 (1889.3 米 ), Fea) (1818.3 米 ), 1657 HAT 
UP i (1600.3 2K) mek we x N3O°E に 連 り , 1200 米 以 上 の 東部 高山 


| 
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PMY LY HE IC TR Ee Bee 
第 iy i 
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BULA Bi pz tH ICH 3 ENS 
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ee Recent 
E= 4 Terrace deposit [| Coarse grained granite 
LF] Mica schist Porphyritic granite 
Fie Fine grained schistose rock 田 HH Forphyritic quartz diorite 
[ ° ] Orbicular rock Key Diorite and gabbro 

6 fw Or Oo th 


Medium grained granite 
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Sha VES, HOPHIC Id MA IC# FTL TAI (1134 4K), 1025.4 米 高 地 。, 
ME Uy (1129.8 米 ), INA (1101.6 米 ) RU 更に 予行 し て 900 KHOR 
高地 列 び , WIC ELAS LITT. TL CHRIST 3 ICO 
FED EAE © RD RAE) ICRC ET SPU RICKS, Kee= 
BUR UE © iD 5H 700 米 に 及ぶ も の あり 。 

ER SKE CALE, TK 7 GET A RE FY 2 Hb le 2 BE & UCAne 
青木 川 , 南 に 上 村川 流れ , FEAST IEEIC  L, EE 2 EC RGIICIES, 
上 村川 同じ く 境 山川 に 合 し て 天龍 川 に 合 す 。 天 龍 川 は 鹿 域 の 西北 江 を 北 よ 
り 南 に ゆる や か に 流れ 去れ ど 彼 の 有名 な る 天 喰 峡 に 至り て に は か に 花 賠 岩 
ICTR & WE AN Ow, Seay es Fe TE LER PN ME L 

AR ANIT Ik S L7e SAKFAIMEL LBAE EMEP BUM HL PEL ch 
PBB ORE & BE bb RAINITIE C BOHR, AEE V KEW, Hm GEV 
BRON IMINE DO HIN CEE OAR BIL) ALE b PAH KE D FEVERR YD TC 
困難 な り 。 

8 本 地域 内 の 地質 

本 地域 に 於 て 最も 吾 人 の 注意 を 引け る は 雲母 片岩 の 各所 に 散 存 せる 事 に 
LT, 殆ど 全 地 域 に 夏 り 多 敷 の 小 レ ンズ 次 岩 塊 と し て 分 布 す 。 IBS 203 
米 の 小 な る も の ょ より 大 な る は 100 米 に 及び , 走向 は 一 般 に N35°E 乃至 
N50°E, 傾 詩 は NW に 傾け ども 角度 一 定 な ら ず , 裕 曲 甚 し き 所 あり 。 

毛無 山頂 上 より 東北 , PETA EAR IC BE Sb ORO > SETAE, 
PEDAL PIC EEE ZS LORLAS (, ABMKO EI wise) feet 
SEO FOB HE ROT GEE E D/P IPRIRIC FS 3 BEAM BRO PED IC HAC 
(LZ Cin Rat PS) LTO Pree] OIC TIAA 
7 Sin AOA A © ELE ZS LELORIBAW TD, Wicd = FUN 


二流 大 島 官 林 の 入口 , AL ORS ROR Pree y ] BRIER =e 


PIC RK BE AD 2 ART POPE ELS 
EOP LVRS SIC; LOM RARL CUMiis SHG ED A 
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せる か は 決定 する に 難 き も , AKA EES. BROIL AIR PSERIE ICL 
て 各所 に 散在 する と と 等 を 考 ふ れ ば 之 等 は 古き 時 代 に 於 て 本 地域 に 廣 く 
BIEL LAKKABEO Bic V Leiba A (CRE D BER He BEIT CT Ae 
し ゃ の に し て , HO KUBSPILBEIC IZ BIC He D ILM ILEO HN SES 
FICHE S MOREALARAICHMYEZver PTY 

ASTEIRIC (LWIC A BT LOL BIS \ WOME OPE D , BERELEE 
Vim %* ZENE THC 2X OF FRB LEICA BA Fe S ORICHOBM ABE 
LAP + | の 上 手 に 一 個所 可 見 する を 得 な る の みな りき 。 関 線 岩 は 官 
林 の 奥 , 細山 の 東南 部 , 汗 馬 澤 の 南部 及び 久 月 山 の 東部 に 赴 出 を 見 る も の に 
L CREOLE ALN +94 POMME LMRICH ¢, 

ACMI LD KE WCE, 附近 一 帯 に 豆 り 廣 大 な る 面積 を 占 む る 花 贈 岩 は 
KORICHA SE OIL CME MD BE A EAT S BEAR RIESE yD 
L—iic N40°~S0°E OF WOVMLAT, Bick) CARBL AR 
PBKOBEGMMORESDRICT Z LM CHERABEE AT, BIC 
BC SIC HEME ID BA 3 UM & BEERS & L CHERIREL YZ 
の 境 処 然 た らち ず 。 順 次 に 移 化 する ろ も の な り 。 

TKO Hee * N-N-E より S-S-W OA MICH SR AR (re- 
versed fault zone) &S8EL LCHEIC E MIMIC HHS J FER H(t POA EYIC 
BIA L COME FUC LIGATED B/D HDA OME RD BRIER 
& OSG IL BEE 5 URE SALE bh TRO PIC A CMB ORK ZRE 
Ws L7e DV VEO RELEASE KO (LB O RIEL DHES b KO 
間 に 相 営 の 差異 ある とこ と を 認 み る も の な り 。 

DEO TERT HE hai EO — TB, BN EAU GOLA, AB HO PEE, fa ¢ 
ae, IFC ¢ AARBREMIE ROU) IV ILEDE/ Se MIBASEIC Ih 75 EO 
aH LEE) & Tea 3 TE RO BE ESL S, RUA EO FRE Ic 
露出 せる も の 内 に 存する な り 。 

粗 粒 花山 岩 及 び 中 炉 花 賠 岩 は 共に 不明 瞭 な る 部 分 は 有 れ ど 一 般 に N35° 
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~50°E の 方 向 の 片 理 を 示す 。 

EAE, 西南 両 尾 根 , 大 島 「 青 な ぎ 」 RE Pree ry) OF cies 
分 的 に 紅色 本格 石 の 小粒 及び 白雲 母 を 生 ぜ る 所 あり 。 此 の 附近 若く は 之 に 
BPEL CEB RIL HICH ORM ELSE D THULE WA DIC FE fa as & BT 
near Hi ¢ OPA EN IC HED CHEE ZELORSLCLERMZS, 

S29 Ab ATE ARR MM 6 BUKIT ECT SOO PRIC, HES OBE 
道路 , Ake BRIN T BORO ISL, LIMO PH DAO = HH PIC HELE DR 
(CAE SAAMRIT LIES ILE OPIGO % OIC HIB A LEO, TINO AO 
tHICHKRL RAL OMICRL & RHEE ARLAB ERO BOC AR 
中 に 石英 の 2 PHIC SITE ALE Vo AN BTS EN IC IE OBERLRED JJ 
MRE 3% HWM IC RES, 

ASHEILIC TES BT Fit E ARASH IR Te S TOAST EE aC 
ns NE me hmen rane ranam 2 ZG 4 hed aa ES ORE 
nN SERIO NE LER 
SELES 4b, AREA ORMCICHES TIARET SEAT, 

Ai) PAC ek eres 700 KE RET Hw CERO EEE A, KHIM に 依る 
テレ ス 沈 積 物 な る 事 は 明か な れ ど る ゃ も 基 の 南 す る に 従 ひ 耐 存 存 の 位 財 高 まる ・ 
は 以前 に 於 て 天 姓 川 の 北 流す し を 示す も の に 非 ぐ ざる や の 疑 ひ を 抱か し む 。 

4 本 地域 内 の 岩石 

本 地域 内 の 岩石 は 雲母 片岩 , AVRO, REELED ICES, SEMIS, BME, 
DEAR, BEDE RN, MURETE RSE, ORCTERAES, 本格 石 及び 白雲 母 を 
含有 する 花 税 岩 及 び ペ グマ タイ ト の 議 種 な り 

es A & 

Berra (Fig. 9) Ac th Jb OH HA AL HRC Hla, 
きゃ も の, MMIC CHAM A LOREM * DS D CHIC AMD ¢ BAe hae 
る も の あり 。 

ARBRE: & L C—O FH VIC HEY LG (2 BH He L, 明 色 部 は 石英 及び 
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HLA AE hides CTS S BIE HS es 


FRU AGREE HLICHS ST S ie 


a ADE TR IR 
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BENE (BRAARIE- . 33) 


ay 


ap 
a 
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長石 多く , CASON E ET. 

ROSES EROMEMIL A, MER FA, 正 長 石 に し て , 白雲 
母 , ジ ルコ ン , EIR HRS. 

右 英 は 基 の 量 多 く , 0.5 FEA 外 の 他 形 Bekele L CHCIERA & Ofc = 
ル メ カイ トト 構造 を 示す こと こと あり 。 

READ O.S~1 将 の 不 規則 な る 小 板 其 結 品 を な し 石英 , Fk Hick 
MIC HEIN SY, RICE 5 釣 に 達する も の あり 。 和 肉 に ジル コン , ARAoO) 
Le DEEL, VN ay OMICS SEEN PERT, ILO 2 ed BiG 
より 成り , HOLM (s re OPRL VN Sr av OPER SESE) AR 
大 約 0.033 #eiIc LT, Hovermann の 研究 に 依 れ ば ジル = ュ ン 中 の ThC の 
放射 線 に 依る も の な り と 云 ふ 。 

里 雲 母 の 光 由 性 質 は 下 に 示す 如 し り !。 

標本 (1805) y 二 1.653, 標本 (へ , 33) y= 1.649, 2 V= A, X 三 淡 黄 色 , 

VY=Z=eG, X<VY=—Z. 

BE Bld >RnS RH MA EEL, An20~309。 を 示し オリ ゴク レ 
— 7s 

正 長 石 は 基 の 量 少 く 内 部 の 分 解せ る も の あり 。 

自 雲 諾 は 時 雲 母 と 同様 小 板 基 結 晶 と し て 少量 存在 し , RERL KCN 
ICBO THANE D, 所 に 依り て 繊維 其 を な すこ と と あり 。 周 折 牽 及び 複 屈折 
は 他 の 無色 確 物 に 比 し 著しく 高 し 。 

Dav let ZaEEL, BER: FEARO RAC MRMELT 
存在 し , 屈折 高き を ため 浮き 上 つて 見 え を, RERHC HES HAOMM ¢ AE 
に 強 き 多 色 性 ヘ = を 興 ふ 。 

MRK KEAOKUIKDBM EE eATSLOICLT, 構成 礁 物 は 
BGT IKIC LIT Sb AICO RAOAIE BL, RICE SIN ¢ HARA 


1) 標本 (1805) EACLE LIC CHL REN BH OL 0, 
BAR (へ . 33) AARP (PEABO) CEL RETA OLORY, 
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を 人 習 ふ 等 , TE RG HSOPERLICHIWT SINS & IANO BAO (keer) が 
TEM ORAM EL THES LORSCL EMART. 

BASS TRES =O MBIA AK, TASER, RHE, IER A, GRR IC L 
C, HOMRG, OO ay, URIRAG & FPS». 

石英 は 其 の 量 最も 多く , 0.5 将 内 外 の 不 規則 粒状 を 旦 す 。 

MERE Y JR 0.5 状 程 度 の 不 規則 板 其 結 品 を な し , 内 に ジル = コン , ERR 
M#EL, Vay OMICS HL 2 EBS. IRPABICAUERAVE 
HOB ate atc et SL LOL MRE Y. 

Be AltRIROt VASA -AlCLCRAMMEET. 

正 長石 は 称 に し て 多少 分 解せ そる ろ る も の あり 。 

微 斜 長石 は ペル ト 構 造 を 示し 5 汐 に 及ぶ も の あり 。 その 量 多 か ら ず 。 

HOME IL FICS S & OES 0.5~1 HE CKO) CREEL 
PED SOVELRL, MERLET SE PMERICW he ZG PED & 
eHELY, 

Dh ay LORE EOUE & VERB & LC AUTH Ic OE 
有 物 と し て 存在 せる も の な り 。 

REBRE AM HSE] (CHES b OILTEMLE & © BEM ICL CME 
Me ABER ELEL, 基 の 量 も 少し 。 IINKICRGSZ4LORSE 
Tree! に て 得 し 較 石 は 白色 小粒 質 に し て 可 成 り 良 質 の 石 放 岩 な る る も 
MPO % DIREC FA EAR DARA AL, 「 ヤ ェ ビ ッ ツ 」 に て は 基 の 辻 頭 を 刻 見 
[SD 

ORNS AGoOMT tet UT 1 AHORA IRA LD BD, 
所 に 依り 石英 , Rae CHL ERA TABLET, FEB SH ICIE 
PRUE RUD ORAS HEU RAD, 

Bt WE a 7S OARS A IC LC HOKE E REL, HE 
OBSDIIC EE D FE RAT LI < 9 AHIR DERE ( BARORI MEIC LCA 
BALES SHEES, LIE OMSB eT ODS REBT SICK 
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D, HOA PavavAG] Lie gs, 

ROSEN IRANI OE, PERE, BEG, BBE IC LC SER, BEBE 
確 を 作 ふ こと あり 

FAA LH OBIFBICS ¢, iH Hires < HOR BU BOG 
Ti] OBS PEW Dt Y FEXBRA EL OMICS AAA PARE ET, 

PSA E (TET) BSBAIC RG SRP «$9 1.572 肉 外 に し て ペイ トッ 
ナチ ナイト に 属す 。 

ETI SHEA O RARE ELEOEZS ¢ HRBKOMMINERE L, 
Hil IC YO. CE SEL SRE EE IC BALE Z DOOD V , LRG eS Es, 

Al RS RA ES YEA CLIC LC PREG ¢ IS ERE GEE 2 L, 
DA WRG ROKR O % DICH TIRE BE OBDD Y , fay ee BE 
を 詳細 に 調 ぶ る 時 は 恐らく 班 粘 岩 に も 相 営 すべ きま 部 分 有る な らん る も , HL 
L CAR AAI Z EEA CULBEIC CHa Paice & ED 本 岩 は ペグ マッ ャ タイ ト の 
MOMRIC ED RICH DS, 

ROGUE = LC ABI, BERL ) re D REBE, oa ay, Bee 
A, REREEIES.TLDY, 

FADS AIL RES DBD SZ ELAR L (110) SEBRIC RG SEE 
cA\Z=18" cL CHAN AICBLEAMMO LOS HAF IEYD 
CHRO Che CET SEODV, LIML CHIEA EAE SMS 
在 す 。 

PRAIL 1 RU FOAL MIE & ALITA E L BARBBE & ie 
tZ4OH0, Wr VFS vy vicBt, 

FRY & LCi Ra b & < , ASEREIA ERP IC ER D CS ede O 

RKB EA Re EDICTS 24 OIC L CHEERS (Bak) citi 
に 移 化 する る も , MICRA MVE BERL, HRICL CHAR AIC 
RAOMIZAT 

BAOSIN BL ( Figs. 10 & 11) 主 成 物 確 物 は 妊 長 石 , 角 関 石 , 黒雲 母 , 石 
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英 , 正 長石 , 微 狼 長石 に し て , IRE, On 2, DEIR, 18, RR IP 
phe 

SEGUE 其 量 多 く , アン デシ ャ ン に 属し , RICH ARMIC LC SMCS 

る も の あり 。 RIEL MOMOTDS LOU EL Aa 
ERT, LAROMELZLOS), Ai SHAH MAK iL, DAS 
も Old Bee LIEICHOM IETS. 

BTR MO RLS ¢, AP Ald 2A FOROS CORBUIUICHC/E Ls BERR 
旋 取 藍 線 の 多 色 性 を 有 す 。 

黒雲 母 は 一 般 に 3 KELL FO) AUKIC LC, ABA, 石英 及び 長石 の 微 上 例 と 
FLICHERLOMICKE, B* BR MWe CREP IChH 5S. REROKS 
性 質 下 の 如 し 。 
2V 三 極小 , X 三 淡 黄色 , Y=Z=— Hf, X<Y=Z 
右 英 は 他 形 に し て 1~2 FEO BRAUN i HE © ie LL, 波動 消 光 を な 
す を 普通 と す 。 
正 藤 石 及び 微 多 長 石 は 共に 3 FEDS 3 IC ET SOFA IAT & 

し , 大 な る は 瑞 品 其 に し て ペル ト 構 造 を 呈し カー ルス ベツ ト 双 上 品 を な す ゃ も 
DH”), DHAOMMICIGELHIC SNA AA PHREL AT SBS Dd, 
MRA O Lay LDA SDICKICL CMASHIELAL, Vr ay, 
VRAR AG, FEE & FEIC HETE@D HM OIC WHES So 

RMR IS BU) TCA Eb Benn eh aa (CLES A UIEIL SDICSL, 
MEURTERS (Fig. 12) ERICH CAEL AEC REY S BOIL CHMICH 
D CBS ORMILISETS Sb —HKICARE RA irs S BK Hea & ie LD, HR 
AS, Likieyo hefbiktitnc AS S eC L BT. 

8 el Se 0 BLS (Fig. 13) eyed BS, IERA, FRA, SEK, FA 
AIC LC, HBP, 7b 2, BEAR, HB, RRS & FBS... 

石英 は 基 量 30% 内 外 に し て , HWY 1 E75 BS HOM TILER BE 
し , 波動 消 光 を な す も の 多 し 。 内 に 購 雲 母 の 微 卓 を 包 庫 す る も の 有り 。 


#2 89 Was Sis: Bk PBC 本 83(37) 


DOR BRA (R= an) x18 


BUR BNR AH ORE AO Fis ae 


本 84(38) a OB) TR OR #8 90 


i) EASES (BAtk=- 22) x18 


綿 91 Fe 2 Rw 本 85 (39) 


ERTIES WE EL CALI LIER AIC LT 5 へ 10 HD YO 
多き ゃ も , 度々 2~3 MoO peEdikpiah ewe l, ECE SHICHET SLOW, 
NL bene BLA RAO BEE RAP VFY 7ICMHET, 多く は ヵ カール 
ANY Ree, AMRVIC SZ PLS SZ, BO MBICIAG 
英 と 共に ミル ヌメ ヌカ イト 構造 を 示す 微 品 あ り 。 

PEA LLB MIC KY CHAE 2~40% に し て (Gem) Bic 
DiRT x' は 1.541 Jo28 1.546 に LORGAVAAIV-ARBET 
ジ デ ン ン に 属す 。 KVEBSL( AB) QU LICHT SLOSHDSEP, BH. 
Bh t ¢ BE LIFIC IL BRREE ART CLD DY, 

ae RLS Ay EL TEIO AEBS & 4 OU SL FOMUKERL, 長石 の 大 
nO al IC Me + FEC ABU IC RE DY, 之 を 肉眼 的 に 見 る 時 は 或 る 一 定 
OFM LAT, SPCIEO CHIE ICHBESZ LOA), RARME LTH 
AVPICRES SHS), HG, Yr ay eGR SRLS OABICH 
き 多 色 性 へ = を 時 し , PRA LIPORET, 

REAOLAEA FOUL, 

y=1.654~1.660 2V 三 極小 X 三 淡 黄 色 , Y=Z=H Is, 
X<Y=Z 

FAD AIL FETC LL CBRE REOS EEL EL, 1 FED LOR 
Keil, PRAM BET SZTLHSD, 

POMEL AS IC E7EL, 稀 に 2HEICHET SAMS OV, SEA PER < VENTS 
ALAR ICBMET, WEERIC ORS 3 YS MBICH Dt 2 Bh 
Hho 2 EELS. . 

HEA DIR DE VOKED 0 CHEEK RO lH eae, 

LW ay ROAR ILL LC HRI RE SAL, REPT A CH 


MARTE Ree (Fig.14) [bye BACALL PSCIC MS ~ PHALIC HEL, VRE 
PLOTE MAAS AT S%OICLT, WMICK) RAORMEIC BLS SB 


| Al ACH 


‘ ry y ca 4 y ; 
~ Ps - a wt i wy Bie hi “yp eh 


pit * 5. 
’ 


本 86(40) SB BR t i RB : 
OY, HICNMEBTINE DS, HOI AMM SDV. 

Bai ay SNPS (Fig.15) ERNIE Tak, GRE, RHE, 黒雲 母 , 角 
関 石 に し て , WRG, 22 sy, BR, WR, RES. 

石英 は 基 量 多く , WIC LE TK EHR ST 0.2 FEAVEL D1 le 
BOZLOH), 波動 消 光 を な す も の 大 部 分 を 占め , ACMROMHE 
MHF S’OHY ° | q 

BEEBO ES BLT ORBOWMICLT, 2 幼 に 達する も の 少な か ら 
ず 。 他 形 に し て 殆ど 全部 内 に 妊 長 石 其 の 他 の 磯 物 を ポイ キリ チッ ク に 包 裏 」 
し , 大 な る 結 品 は ペル ト 樺 造 を な す 。 有 叉 石英 と 共に 微小 な る ミル ヌカ イト 
HEEL AT SZLOHS), 

PE AILMI FH ICLEL CLORS (, REHAV TZU -AICIBL, 他 形 
LEUSHUFRZEMHLT, KHMALKL, DACBARAROG 
HICPRtSS, KHONIMMETZLOBDSD V, 

黒雲 母 及び 角 関 石 は 其 の 量 少 く , SERIE ALNINIC CS RELL ie 0 
EE IC BEB IC ISO REIE i CBE LEE EBT ZOOS DV, 

REROKBETM FOmML Y, 

y=ca, 1.679, 2V 三 極小 , X=H#fA, Y=Za=xevey, X<Y=Z 
fQBYT % INMWIZIC LC SHELL Fie Oo BSER: 2 BeHEL CA HTICBCEL, 
FRX @ HWM WHET, SPELT SRE ie 

HUE GIL LER T OED D, SERS (, USER 
DUAL EE AT. WICH ME 2 HEL, MMR fa IC HA 
ig SSPE 2 ESB. 

TL ENIEO Be IRS ¢ EA ERIC HEIL 

CM av ikBihe LC ALM DIC HES, 黒雲 母 に 合 ま る ぃ 時 は 周 園 に 
多 色 性 へ = を 時 せ し む 。. 


1) ARMA y は 試料 (へ .20) ょ うり 一 薬 を 取り , AHH CHES YOR SK, 
少 ず し る も 本 岩石 の 黒 圭 芋 を 代表 し 得る 値 と は 限 ち ず 。 只 参考 と し て 中 虚 に 揚げ た うり 。 
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i) ESE SSI (開放 = ュ コル を ) x18 


a A Be wh eB ma 94 


本 88 (42) 


«18 


) 


(開放 = ュ ル 


Li 


i, 


A 95 Bip Fae at 3G 本 89(43) 


BARA, WE OAS Te BIC Beth & LC ALTE IC OE S ALBEE EME L BLE 
BELTED, 

rPALTe iS (Fis.16) 毛無 山頂 上 附近 , 中 口 大 太郎 瀧 附近 及び 小川 川 小豆 知 
BSE 7) EAB IC ERE S % OIC LT, ZR CER RERE & Fe LL, 一 般 に 片 
理 を 有 し , AGAR IU PARA ERR PE ICTS CHIC BEVEL. DICKEBUE 
WD % OIC ILA MEIO BK L TREE BE SMD D, 

BUM SEHIILZS(Fig.17) RO NIA TK, BETS, PER: (APG, 
BEAL, Hil RRO MIEYIE BAIR, Sv 2 vy, PEAT, FBT, REGRET) 

石英 は 他 形 に し て 最大 SHEEBAT, FAA E SIU IB ILE he L, 内 に 
READ Bite OT STLDY. HICKKMICKG 3b OIL HO 
BSL, 

BEGILSEICHEL, RA AYV SIU - ABW R TY Fe vICBL, 
KI WAT, FHEROL ICH SHALES LOH) T, 十字 = 
AU AD FICHE Seb IRAOMS Be AS, RC Aah RT TL 
DD, UML, HHRICOMS 3, 通常 他 形 を な す も 大 太郎 に 於 ける 
も の は 午 自 形 を な す も の あり 。 B*ANBOML CHIT 2 HERRO 
芯 物 を 生ずる と と あり 。 

MEELIS SHELL FORME SIBEAL, HG LIC TORS ¢ , Mile 
FilC BULA SIRS DV. AIC * OVINE MAL, MBIWLERTLOS 
り 。 

SLEUTH it D 2V—Awh, X— YER, Y—=Z— RH, K<Y=Z 

FAN Ald OFELL PIC CHB cil, AH, RASOURMEAT 5% 
DB © , URE TS EEO SG VEE AD, HIVE & BEMEIC BEHEL AK 
BRO % OFFICTEL, 

HBT ALES << VR AR BLAIS & Ze, Ho IC BE SAL, Ate SK 2 KE 


1) Ze telt WIC MAEM BIE & BOIL Y=Z=e eve Rl, RMA AM 
RMD Olt Y=Z=—PRBBAERT, 


< yy as SS | : 
pm et 
‘ee ee 
AR 90(44) 


, . 

re TT Y i A ip’ No i 

e > Wh * ; - hs 
r ‘a 8 ) nie 


g 


2 we ts BO 96 


CHET, MORAL & Her 2 ARSPIASRAHIC SC 0» EH. 
ON ay, PRAM GILG ie L, AUD IC OBES BL BOICL 
CAB ABs YO, 
REND LF TELL BLY CHGS Y 6 
 PAERORERL SAT SEE LICL, GRO RO 
Pe ae Y] OFICIARALL, EMITS ORMEIC MINE LO 
PRR EES BOI LC, HATE TEIC HE 2 TERE ATED — 
OAR (ZLBOG KIM 7e SH ORY, 
Gm の Hes 
BRAT Fl BBE Py IC HES PAK APE (hydrostatic balance) を 用 ひ て 比 
重 を 測定 せり 。 各々 ご 個 以上 の 標本 に 就き て 測定 し , TOF 4°C に 於 け 
る 比重 に 換算 し , 各 卑 均 せ し も の を その 岩石 の 上 比重 と せり 。 英 結果 は 炎 の 
iat. 


uD 4°C の 比重 
Ped Ca Sh) te eee ee 2.78 
eee We AR Oe tate an aie Renee 2.67 3 
oe #1 OM TE Oe uae ne le 288 a 
ーー 2 oto won ac .6 2.74 | 
斑 aE ae Ba 3.14 
o 5 ELIE O ROE | 


本 球 題 岩石 埋 頭 の 位置 は , 長野 RF OOREVEA AIG © HER 2 ICED 

る 下 無 山頂 上 三角 跡 (1129.8 2) XO ALICIA S 尾根 の 東南 側 山腹 に 

BOC, MERLIN TCAD HIE OO MARC HS CEO 940 米 等 

RROD BIC S. | 
. “F SUIBABAILEL MY (tft AC RUBE LD SURBALSA SRS Ic CALE MT Ic EB) & 
DEA OMB EIR SUUE, JEDHS MICHHOCCILIC F D BERHGIC CRA 
BED DCL DY , TLIC ABER ALL L MS IC ES (WED MARY 8 HEIC LT 
ABROAD), BEA RRO RT kb IICA Re LIE 


- 
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a ee Ct RUS E BS 
pea Teo 


aa, O: R. (SERB ge Sb (hl) 
J Fei RE (CP fa) 


本 92(46) BRR RK S #8 98 


He RIC HERE? SJ SARA-EI ICSE, WERE ED BIC Im * BN & Pec LL CH 
行 す れ ば , By Fy, 加 72 5 RET 大 島 の 村落 に 取る ( 阿 島 よ り 約 9 将 )。 
ea ibemeinae CAE CICS Are eee 


FSR eM. HFCL CPR SPRITES. FOAILULO DAO RK 
4) 400 KO At AME IC Ze D (Fig. 18 Bia), 
6 & BA el fm 


BRB ar Fail 2~5 OK, 高き 約 
100 ater b WED AP eM 
RUG SASHA TMK He SAM 
崖 の 谷底 より 約 13 67438 33 米 
Ofc Se Hae OD (Fig.19)。 附 

VEIL REA End at Ze S AS FEO Hh 
1S REBAR IC IAS BT a 
在 す 。 

HI* COPE WE (reversed 
fault) に 依る 弱 線 に 生 ぜ し も ゃ の 
CLC, A TST a 
き 岸 に 墨 線 の 通 ゼ る は BI BILD 
mers b. 

WEBB IC HE ORGAO IK RE & BE 
WIC BMA A, FECL ) PEBRE IE URR REE Z URITENY Ts 3B BOP HMIC 
Ff O78 (RE OC, A BOMEETMS DO, FUEL OMSK 
PEIC RIC wie (ca. N60°E) & 0, 

TEE DH 13 米 の 岸 の 右端 ( 向 つ て 右側 , DRL ICS 0) に 此 の 岸 を 形 
成せ る 基 を な せる も の と 考 へ ら る る 逆 断 層 現 は る 。 之 は 続 曲 し 分 岐 し 或 は 
再び 會 合 し つい 崖 頂 上 部 に 及 べ る ろ る もの! 如 し 。 こ と の 断層 の 右側 に は 鐵 に 直 
{EA HEAVLOERBUEEL, 更に 右上 方 1.5 KOMHEIC IATA & 3 HEAYLOER 


Ek a’ BR 


~ 


oe oe Neage OTe 本 93(4 


題 集中 す 。 叉 所 々 に 方 向 一 定 せ ざる 滑 面 (slickenside) あり (Figs.7 &8 参 
M8). | 

ETE © A MUS AE ED HY 15 ROTC AS ENED EG 3 ti 10~30 pe 
の 締 略 々 N3O°E cid, 2 kD _bABICHB EE LILIA 405 炉 な り 。 

Ais * NSO°E KU N80°E の 二 逆 断層 あり て , ZH L O KE GHEE 
= に 直 冬 5 尊 内 外 の 大 球 題 集中 

し , 中 に は 直 冬 7 Ee TS 

の あり 。 之 より 上 更に 4 米 程 


Pity, 球 頼 集中 


Ye TONS a 


rie hee iS WARE DEH 6K 
a ER 以上 は , EROTIK G WAR 

filets WANE te D , TAY Ak 243 
に し て 集中 度 を 減じ , 更に 上 
方 に 行く に 従 ひ 基 の 存在 稀 と 
iS, Si £ DK 20°KO (Hl 
: JIC 75 ENED EN SRY 2 
eee hi ORI x N40°E に 通り , 
之 よ り 以 上 に は 如何 に 注意 し 
て る ゃ も 球 題 を 認め 得 ず 。 岩 下部 
に 於 ける と 休 く 同様 な る 片 理 を 有する 中 粒 花 内 岩 と な る 。 

球 題 岩石 充 培 岩 の 一 部 は 局部 的 特色 確 物 , 有 人 色 確 物 に 各々 分 離 集中 し , 叉 
ペグ マタ イト 的 な る 所 あ り 。 

{NGG FR kD BYR PGR 6 AO TMNT THEA & DO 1 RET RY 
Ree Li, Sicsk Bees TS, RIC LC ie SOO BG 12 RO 
所 に は 中 形 球 題 の 存在 を 確 め 得 た り 。 

7 ww mR HO 穴 


me 


ae? 


(SHE 3~5 MORRBUET 
れ ど も 上 方 に 行く に 従 ひ 小 と 


9 


本 94(48) BE TRS 


= 


本 球 題 岩 右 は 持 均 約 4.5 (Biz) 1.5 幼 , 最大 a DEAE を 有する 偏 > ‘ 
_ 下 橋 園 錯 若 く は 三方 向 に 直 篤 を 異 に する 疑似 橋 園 模 を な す BREA (ball) ROD 
Jee (matrix) より 成る 。 
BE FA (ball) は 中 心 に 後述 する が 如き 棚 (nucleous) KHL, TORIC 
LCA CSM (RRO PPV) OTD BORE BSTC 
排列 し , HSA (radial shell) を 形成 す 。 ' 
放射 帯 は 小形 球 矯 に 於 て は 一 重なる も 一般 に 二 重 に し て , (Figs.22&26) J 
その 各々 の 厚 さ は 一 定 せ ず 。 } 
D _ RE er ea 
OHV), BSE TYR RKH SEK O. LE She (the outer most 
shell) と 呼ぶ (Fig.24, 28, 29, 34), IMREBT Sb OILATARBIC S Pe 
小形 の も の は 通常 之 を 鉄 く 。 
球 FR IR SEH L OHTA —HIT PETE HARIC LC, RIT BEAR 
% ASHNE IKREIC PEE BOSS, Ge ee 
EL LCC ORM L VAHET SL OR 
(LHI ROBE LE bb SOOMIC Fea EI 4 
第 一 型 AOMMROA HR woOmMes OD, 一 定 の 片 理 を 有する る ゃ も 
の (Fig. 27, 33)。 : 
BIW 白色 確 物 の 畔 品 或 は 集合 冒 より 成 る も の (Fig. 32), 
BEN GML iO RBM Ie SALES D Be > (Fig 31) 
に し て , 第 二 型 と 第 三 型 と は 片 理 を 有 せ ざる 事 に 於 で 共通 せり 。 | 
Fie BEI Ds DN DERM 11S (AICHE TC, YOR MO FF RD Fe SHBIR 
zKOML, 


Y | am 
se 60! 


ss fai wi 


USA 
1h 3 eee ee SUC hess: eee 27%, 
eo ay SO? MPa eS ae 29%, 
Sis. 2s. St de ee 5 Oak eat 44%, 
合 tt 115 100% 


#@ 103 


本 96 (50) as AR YD TR OR #@ 102 


第 = + @ 園 


PRES (O. 111.) SRP RCED BICNE ORE ERT, 


B= + 7 a 


i 


ERB (O.11.) BUT BIC ED, HEIR E RT 


° 


#2103 Pio Fe se ke 本 97 (51) 


ERBLE (b. 21.) 放射 喘 の 三重 性 を 示す 。 


球 題 岩 (b. 11.) BBLERIC HET, HER BORIGIC KO THIER BR, 


bo 


本 98(52) a 6 OR YD OR OR a 104 


Drikt P RARER & ER SY’ OS 


#8 105 2 Ge 本 99 (53) 


7 SL HCIC HERR REE & Tet STERIC LC, RHO _L Fic 
+ BS qURTERAF 2 COMIC POMRNYIC it & Le SHE RMMGS ZY, PT 
WIC BVOLEDH VY. LFS LLG MIC HRD FAC & BR Ic ELT, 
各 集 合せ る 部 分 及び ペグ マタ イト 的 な る 所 あり 。 

KAT ERB BENZ IC HE CHM SIE PRI TIL OILE, IMROG ETIC GI 
延 ば さ れ た る も の (Fig. 27), 不 規 則 な る 流動 欺 を 示せ る も の (Fig. 29) 及 

び 球 典 の 大 部 分 が 花 岩 構造 を な せる も の 等 あり 。 又 球 題 の 一 部 分 が 破 壌 
«SEM OBA SILOS D (Fig. 28), 


BRRaSSUET LIVE tia APES OD HIGH 8 HF, EDIE < BT 
XN & GRA) ASIF WAL, [5 BE ESR OAL AH 3 FF, 通 笑 三浦 山 の 東 側 及 び 北 側 
AES 2 RO REAR PRO 4 OG PALE LL CS RAL OKO, PSE 
西 に 約 30°~60° (RIL, CD LHEN D/P BISVERU PREBI  Hrae PEI IS SE 
に 類する 砂 質 閣 板 岩 を 見 る 。 ま た その 南側 澤 日 附近 は 主として 図 継 岩 より 成り , 烈 
L < BUELL CBRE BETS. CONRAREA C, その 周 園 の 砂岩 中 に は 多く の 
Gea RMRS 9, 南側 の も の は 澤田 金山 , 北 側 の % の は 賃 野 金山 に 記す る 。 

賃 野人 金山 で 目下 寺 内 探 確 中 に 局 す る も の は ! E7928 3 競 脈 で , 概 ね N60°E に 走 
9 現在 知ら る ヽ 上 部 に 於 て は 厚 さ 概ね 10 ELLE, Plc 40 HIT S COM 
BRO RBAITIAD IS © BUA WEAR , {4b ED MAHL (L DARD) S 9 
= DIMI ABE & HEL WO rae SS HAAN GEARY A ALT, その 山側 を も 
BEAL RADDA S 0, この 石英 脈 中 に は , Ex GO BRS TEL, 肉眼 を 以 て も 認 
め ら れる 。 叉 この 自然 金 に 伴 な つて , MBO BEB Ie BORA MORMA SO 
TC, LOBED 9 , Mik CHBIMGO<S 9 LUTE ICR DIUEF WH 
A DTG DIR ZEL , FARBRRICIA DL Ce MMS, RISD et ONE IN he BE 
に 深 か し て 硝酸 を 許し 去り , 液 を 漠 松 し て 水 に 投 ぜ ば , 蒼 鉛 固 有 の 白濁 を 生ずる 。 ま 
た その 研磨 面 は 帯 微 昔 白 色 で , 非 等 方 性 明 で あり , 1:1 の HNO, で 泡 沸 し , Bae 
(1:1) BUS BBE (20% 液 ) で 犯さ れ , KCN (20% Fe), KOH (飽和 液 )。HgCl。 
(20% #&) CISA HM ON DMC ORC > 7 VAG (tetradymite) に 一 致 
SD BEAMS: *MRILF vv (TeO。) DEK 4 SIS. CEES KEG 


本 100(54) a 7B BRP) Th ROB a 106 


HAGASMALOWMMER dA 
L112 RBH AB ESR PHIL 1.5km, 
RINE OPE 320m 高地 の 南 
側 に 在り , BAEC BRLSLD HOPRICIEL +0 
LOPE O LphO ABB PETER 
岩 類 か ら 成 つて ゐる が , この BAF 
DAL, MIMBO LAAT Bm 
FE, BEAMED DD BEY REBCEO 
KS Pe ete Ok 片岩 は 肉眼 
OIC LBERR EIS, $8 BOER 
岩 に 類する が , その 35 DUBE FETE 
“Bhp te MMe & L CHET SI Bliad CS 
HORMMROREGKSA, し か も そ 
れ ら は 烈 し く 破 砕 携 曲 せら れ , その 間 
Mi Yy BIRR O IRA KIO, BUI pEk 
WG YD ie UBL (RS OBIE OMEBED Ai} 

we DEMDDSNS, MSL OMA 
Le 


/ : 程度 に 於 て , 日 立 銅 山大 雄 院 , 本 山間 
; : O-ARMESLE, BRIS PRT 山西 IS BS 
|] CB WZ 
1 2 3 


る 鮎川 系 下部 に よく 類する 。 
wea Hike Ma Witks 


ule 


ONY 
SN 
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ne 
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BRPEUS C ORE Ht D PERI HO-C 
PBALICZE DN, 西 に 45° OMB LATS 
の で , GEER FHL L, RGM EEL, TD EMS IC — SURE RO BEAL 
REDBAS 0, L2H LL CBT SIC ARON HOM eA T 2 BRB 
BT % ULE LC BE, BESANT OBL ALOE BRD, BL SCLLYARBE 
BRO ERED BUCS Sd, 大 な る レン ズ 状 又は 層 然 を 成 さ ず , BREAD AE 
に 洛 ひ , 歌 は 之 を 不 規則 に 綱 ぬ き , 叉 は 不 規 則 瑞 患 然 に その 内 部 に 礁 染 す る 外 , 一 部 
REO PHORM 4 SRB 2. Z OA ATIRD F 
HEISYSO CREEL IZ SAL LT 1m を 超 ゆる 部 分 あり , BDAY 10cm 内 外 
DIE EISET SIDS BA, PHYO BURL (AWD Ca. CO EE HAAR AE Db Sd 
て , AREHOUA REIT, ZO _L SIGRID BO PEMNER £8885 DIL ¢ 
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